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本ニュースリリースのポイント 

1. 「国際物流総合展 2025 第 4 回 INNOVATION EXPO」にイベント史上最大規模で出展 

2. 自動化・省人化による課題解決を促す「Techrum」のパートナー企業 17 社との連携による、共同展示も実施 

3. 物流業界の人材不足や DX の課題を、各社のソリューションにより解決する「物流の未来」の姿を体感可能 

 

野村不動産株式会社（本社：東京都港区／代表取締役社長：松尾大作、以下「当社」）は、2021 年より、

自動化・省人化に向けた様々な課題解決を目指し、ロボティクスや ICT、搬送機器など物流関連技術を有するパート

ナー企業と連携し、当社が核となって組成する企業間共創プログラム「Techrum（テクラム）」に取り組んでおります。

発足時から、様々な荷主・物流企業固有の課題解決へ向けた総合的なソリューション提案を行ってまいりました。 

今般、Techrum のパートナー企業 17 社様と共に、9 月 10 日～12 日に開催される「国際物流総合展 2025 

第 4 回 INNOVATION EXPO（以下「本イベント」）」に、イベント史上最大規模での出展を行うことになりましたので

お知らせいたします。今後も当社は Techrum パートナー企業との連携を通じて、荷主・物流企業の課題やニーズに応

える様々なソリューション開発や効果検証に取り組み、物流業界の人材不足の早期解消に貢献してまいります。 

 

※1: 国際物流総合展 2025 第 4 回 INNOVATION EXPO 公式 HP：https://ie.logis-tech-tokyo.gr.jp/      

Techrum パートナー企業 17 社との連携により、約 810 ㎡の展示が実現 

「国際物流総合展 2025 第 4 回 INNOVATION EXPO」にイベント史上最大規模で出展 

― Techrum パートナー企業と連携した機器デモンストレーションやセミナーを実施 ― 

【本イベントにおける当社ブースのイメージパース】 

https://ie.logis-tech-tokyo.gr.jp/
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1. 今回の出展の背景・意義 

野村不動産グループは、2025 年 4 月に発表した「経営計画※２」において、野村不動産グループ 2030 年ビ

ジョン「まだ見ぬ、Life & Time Developer へ」の実現を目指し、グループ全体で、人びとの「幸せ」と社会の「豊か

さ」の最大化を追求することを掲げております。その実現に向け、当社が物流事業において注力していく業界の課題

解決や地域の産業創出の取り組みは有効なアプローチだと考えており、ハード面だけでなく、お客様の物流における

課題解決に取り組むソフト面からも価値提案を行うことに加え、物流事業の知見を活かした、情報システムやエネ

ルギー分野や自然環境などの周辺領域への新たな事業展開も検討しております。 

本イベントにおいては、Techrum のパートナー企業と連携しながら、ハード・ソフト両面からの多様なアイデアやソ

リューションを組み合わせた展示を行うことで、当社が目指す未来の物流の姿を通じて、自動化・省人化ソリューショ

ンなどの認知拡大に寄与できると考えております。 

また、本イベントでは、当社が今後目指していきたいと考える物流施設のコンセプトを皆さまにもご覧いただけるよ

う、この度新しく作成した当社の高機能型物流施設 「Landport」のブランドムービーも公開する予定です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【新しく作成した「Landport」ブランドムービーのサムネイル】 

 
※2: 2025 年 4 月公表：野村不動産グループ 経営計画（長期経営方針・3 カ年計画（2026/3 期～2028/3 期））説明資料 

 

2. Techrum のパートナー企業 17 社との連携により、イベント史上最大規模の展示を実施 

本イベントは、9 月 10 日～12 日に東京ビッグサイトにて開催される来場者 5 万人規模のイベントです。物流

に関わるあらゆる技術、知識、情報を集約、フル活用し、経営の変革を促進することを目的に、多数の企業が出

展を行います。当社も過去に本イベントに出展してまいりましたが、今年は Techrum のパートナー企業 17 社と連

携をしたことで、イベント史上最大規模での出展が実現しました。本イベントを通じて来場された方々に対し、当社

の高機能型物流施設「Landport」シリーズで提供する付加価値の紹介や、Techrum が提供するソリューション

の幅を訴求するとともに、出展企業や来訪企業にも Techrum で提案されるソリューションの魅力をお伝えすること

を目指します。 

https://www.nomura-re-hd.co.jp/ir/pdf/plan2025_presen.pdf
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   【当社ブース内の出展企業リスト】 

 

参考：自動化・省人化による課題解決を促す Techrum（Techrum）によるソリューション提案数の増加 

Techrum の効果検証拠点である「習志野 Techrum Hub」においては、実際の環境に近い場所で物流機器

を稼働させ、それぞれの物流業務に適した最適化手法を見つけることができる展示会（以下「デモ会」）を実施し

ております。2025 年 8 月までの間で、Techrum に参画いただいているパートナー企業は 122 社、「デモ会」への

参加社は 520 社、効率化に向けたオペレーションの提案件数は 213 社にまでのぼり、着実に自動化・省人化に

よる課題解決に向けた成果を上げております。将来的には、「習志野 Techrum Hub」以外の施設においても、

実際に導入されているソリューションを見ていただけるような効果検証拠点の拡大も検討しており、今後も

Techrum によるソリューション提案数を増加させてまいります。 

【2023 年 3 月から 2025 年 8 月までの各指標の増加数】 

1 日建リース工業株式会社 10 株式会社ゼネテック 

2 ブリッジタウン・エンジニアリング株式会社 11 株式会社トーモク 

3 日本フルハーフ株式会社 12 日本製紙ユニテック株式会社 

4 シンフォニアテクノロジー株式会社 13 株式会社コマースロボティクス 

5 株式会社東芝 14 株式会社タクテック 

6 株式会社 APT 15 株式会社 Hacobu 

7 株式会社アスタリスク 16 アイリスオーヤマ株式会社 

8 伊藤忠紙パルプ株式会社 17 株式会社ロジカルイノベーションズ 

9 
YUSHIN 株式会社 

（旧：株式会社ユーシン精機） 
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3. Techrum のパートナー企業と連携した共同展示も実施 

本イベントでは当社や Techrum パートナー企業の単独展示だけでなく、企業同士が自動化機器同士を連携

させ、倉庫内の入庫～出荷までの流れを再現した機器デモンストレーション（以下「連携デモ」）が目玉となってお

ります。通常のショールームでも機器単体が動く様子を見ることはできますが、今回の連携デモのようにメーカーや機

器のジャンルの垣根を超え、複数の機器同士を組み合わせた自動化オペレーションの全体像を体感いただけるのは、

Techrum の取り組みならではの展示です。 

来場者の皆様は、連携デモに登場する機器の性能はもちろん、前後の工程とどのように繋がって活用されるのか

を体感いただくことができ、自社のオペレーションを最適化するためのヒントを得られます。 

【当社ブース内での各企業出展 MAP】 

 

【ご参考】 

野村不動産グループ 2030 年ビジョン「まだ見ぬ、Life ＆ Time Developer へ」の実現を目指し、グループ全体で、

人びとの「幸せ」と社会の「豊かさ」の最大化を追求するため、2025 年 4 月に新たな経営計画を公表しました。 

 

＜経営計画における３カ年計画の事業方針＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※3 カ年計画は長期経営方針を基に、今後 3 カ年で注力する事業方針を示したものになります。 

※経営計画の詳細は【野村不動産グループ 経営計画】をご確認ください。 

https://www.nomura-re-hd.co.jp/ir/pdf/plan2025_presen.pdf

